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第
３
回
議
会
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。

　
諸
般
報
告
４
件
の
後
、
町
長
提
案
16
件
と
議
員
発
議
１
件
が
上
程
さ
れ
、
町
長

提
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
議
員
発
議
１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
２
件
の
う
ち
１
件
が
採
択
、
１
件
が
継
続
審
査
と
な
り
、
意
見
書

１
件
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
７
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

専
決
処
分

補
正
予
算（

令
和
4
年
度
）

　
一
般
会
計
に
66
万
5
千
円

を
追
加
し
、
そ
れ
を
下
水
道

事
業
特
別
会
計
に
財
源
更
生

と
し
て
繰
り
入
れ
し
ま
し
た
。

条
例
改
正

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

（
提
案
理
由
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
が
令
和
5
年

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

た
め
。

（
主
な
内
容
）

●
森
林
環
境
税
を
令
和
6
年

度
よ
り
個
人
町
民
税
か
ら

同
時
に
徴
収
す
る
。

●
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
関

し
て
課
税
対
象
の
基
準
を

定
め
る
。

補
正
予
算

（
令
和
5
年
度
・
第
1
号
）

一
般
会
計
に
2
2
5
5
万
9

千
円
を
追
加

（
主
な
質
疑
）

問
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
支
援

業
務
委
託
料
1
4
2
万
4
千

円
の
追
加
に
よ
る
、
今
後
の

ポ
イ
ン
ト
申
請
支
援
業
務
の

予
定
は
。

企
画
調
整
課
長
　
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
申
請
期
限
が
9
月

末
ま
で
に
延
長
に
な
り
ま
し

た
が
、
休
日
を
含
む
申
請
特

設
窓
口
を
6
月
末
ま
で
と
し
、

以
降
は
企
画
調
整
課
の
職
員

対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

（
令
和
5
年
度
・
第
2
号
）

一
般
会
計
に
5
0
9
7
万
6

千
円
を
追
加

（
主
な
質
疑
）

問
　
低
所
得
者
の
子
育
て
世

帯
に
対
す
る
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
令
和
4
年
度
の
受
給

者
が
そ
の
ま
ま
ス
ラ
イ
ド
し

て
い
る
の
か
。

子
育
て
支
援
室
長
　
令
和
4

年
度
の
受
給
者
を
第
一
義
的

な
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
令
和
5
年
1

月
か
ら
非
課
税
相
当
ま
で
収

（
2
〜
5
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
佐
久
間
　
千
佳
・
町
野
　
昌
弘
）

入
が
下
が
っ
た
方
も
対
象
で

す
が
、
そ
ち
ら
は
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
　
今
回
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
、
臨
時
会
を
開
け
な

か
っ
た
要
因
は
。

町
長
　
議
会
と
の
信
頼
関
係

に
基
づ
い
て
、
緊
急
性
と
行

政
執
行
の
判
断
に
よ
り
専
決

処
分
と
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
の
専
決
処

分
に
対
す
る
反
対
討
論

町
野

　昌
弘
議
員

　
専
決
処
分
は
地
方
自
治
法

で
首
長
に
与
え
ら
れ
て
い
る

権
利
で
す
が
、
議
会
を
開
け

な
か
っ
た
理
由
の
説
明
に
は

疑
義
が
残
る
の
で
反
対
し
ま

す
。

税率改定で制度維持税率改定で制度維持 月月月
定例会定例会定例会

地域の協力が求められていく部活動地域の協力が求められていく部活動

補
正
予
算

令
和
5
年
度
一
般
会
計
に

3
1
1
8
万
4
千
円
を
追
加

問
　
部
活
動
改
革
体
制
整
備

事
業
委
託
料
1
0
0
万
円
に

指
導
員
の
手
当
等
は
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

教
育
課
長
　
部
活
動
支
援
員

の
謝
礼
等
に
も
支
出
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

問
　
指
導
員
確
保
の
状
況
は
。

教
育
課
長
　
地
域
を
拡
大
し

て
外
部
指
導
者
の
配
備
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
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条
例
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
提
案
理
由
）
国
民
健
康
保

険
事
業
の
適
正
な
運
営
を
図

る
た
め
。

（
主
な
質
疑
）

問
　
税
率
の
改
正
で
は
無
く

一
般
財
源
の
法※

定
外
繰
入
は

考
え
な
か
っ
た
の
か
。

町
民
課
長
　
こ
れ
ま
で
国
保

加
入
者
の
税
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
に
国
保
基
金
を
活

用
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
基
金
が
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
税
率
の
改
正
を
提

案
し
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
12
月
に
社
会
保

険
審
議
会
の
医
療
部
保
険
部

会
で
法
定
外
繰
入
の
解
消
に

向
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
一
般
財
源
は
国
保
税
に
加

入
し
て
い
な
い
人
も
含
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
法
定
外
繰
入

は
行
わ
ず
受
益
者
の
負
担
と

い
う
こ
と
で
税
率
改
正
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
法
定
外
繰
入
…
法
令
を
根
拠
と

し
な
い
予
算
を
一
般
会
計
か
ら
繰

入
れ
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
対
す

る
反
対
討
論砂

田

　茂
議
員

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
的

ダ
メ
ー
ジ
を
回
復
し
き
れ
ず

に
い
る
と
こ
ろ
に
、
食
料
、

日
用
品
、
資
材
、
燃
油
、
肥

料
な
ど
の
高
騰
、
さ
ら
に
は
、

電
気
料
金
の
値
上
げ
が
あ
り
、

農
業
者
や
年
金
生
活
者
な
ど

多
く
の
町
民
が
苦
し
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
国

保
税
を
上
げ
る
改
正
に
は
反

対
で
す
。

事
件
案
件

三
川
町
と
鶴
岡
市
と
の
間
の

一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る

事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約

の
一
部
変
更

（
提
案
理
由
）
鶴
岡
市
に
事

務
委
託
し
て
い
る
一
般
廃
棄

物
の
処
理
に
つ
い
て
、
し
尿

及
び
汚
泥
の
処
理
を
継
続
し

て
事
務
委
託
す
る
た
め
。

（
主
な
質
疑
）

問
　
規
約
に
「
下
水
道
処
理

施
設
」
と
い
う
文
言
を
追
加

す
る
理
由
は
。

国保基金残高国保基金残高
5年で半減見込み5年で半減見込み 税率改定で制度維持税率改定で制度維持

建
設
環
境
課
長
　
鶴
岡
市
の

し
尿
処
理
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
下
水
道
処
理
施

設
と
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

を
共
同
化
す
る
こ
と
が
有
利

で
あ
る
と
判
断
し
規
約
に
加

え
ま
し
た
。

問
　
施
設
の
移
設
が
数
年
後

完
了
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

今
、
規
約
の
改
正
を
す
る
理

由
は
。

建
設
環
境
課
長
　
鶴
岡
市
か

ら
は
令
和
11
年
度
以
降
に
利

用
を
開
始
す
る
計
画
だ
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
工
事
に
あ

た
っ
て
の
設
計
や
補
助
金
の

申
請
等
、
様
々
な
事
前
準
備

に
今
年
度
か
ら
具
体
的
に
動

き
だ
す
こ
と
か
ら
こ
の
議
会

に
提
案
し
ま
し
た
。

　
議
員
発
議
と
し
て
附
帯
決

議
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
の
た
め
否
決
に
な

り
ま
し
た
。

国民健康保険事業基金残高国民健康保険事業基金残高

0

10,000

59,001

36,115

46,196 44,561

25,223

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度
（見込）（千円）



令和 5年 7月 15 日　第 162 号 4

待望の待望の「アスレなの花」「アスレなの花」
大規模改修 大規模改修 始まる始まる

町町
道
路
線
の
認
定

道
路
線
の
認
定

交
通
体
系
の
整
備
及
び

生
活
道
路
確
保
の
た
め
。

（
テ
オ
ト
ル
東
側
住
宅
地

造
成
工
事
に
伴
う
も
の
）

契
約
の
締
結

契
約
の
締
結

「
ア
ス
レ
な
の
花
大
規
模
改

修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」

●
契
約
金
額

1
億
6
2
8
0
万
円

●
工
期

令
和
5
年
10
月
20
日

「
歌
枕
排
水
機
場
除
塵
機
改

修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」

●
契
約
金
額

7
0
4
0
万
円

●
工
期

令
和
6
年
3
月
15
日

「
塵
芥
車
購
入
契
約
の
締
結
」

●
契
約
金
額8

1
7
万
3
千
円

●
納
入
期
限

令
和
6
年
3
月
15
日

請
　
　願

請
　
　願

◯
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
解
消
の
た
め
に
抜
本

的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を

求
め
る
請
願

《
請
願
者
》
三
川
町
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
保
護

者
会

※
継
続
審
査
と
な
っ
た

◯
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
見
直
し
に
関
す
る
請
願

《
請
願
者
》
庄
内
た
が
わ
農

業
協
同
組
合

※
採
択
に
よ
り
意
見
書
提
出

意
見
書
の
要
約
は
下
記
へ

人
事
案
件

◎
三
川
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

小
林
優
氏
（
横
山
上
）

◎
人
権
擁
護
委
員
候

補
の
推
薦

阿
部
優
氏
（
桜
木
町
）

食料・農業・農村基本法の見直しに関する意見書

（提出理由）将来にわたり国民へ安定的に食料を供給していく
ため、食料・農業・農村基本法の見直しに関し、農業振興と農
村振興を一体的に進めるべく施策全般の見直しを求めるため。

　１ 　認定農業者等の担い手はもとより、「多様な担い手」が
果たす役割は極めて大きいため、農村振興のみならず、農
業振興の観点からも「多様な担い手」を基本法にしっかり
と位置付けること。

　２ 　水田活用の直接支払交付金の見直しに止まらず、ゲタ対
策等の経営所得安定対策や、個々の農家に対する新たな直
接支払制度の導入を含めた施策全般にわたる見直しを行う
こと。

改修中の「アスレなの花」改修中の「アスレなの花」

多様な担い手を支える多様な担い手を支える
スマート農業スマート農業
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学童待機児童は学童待機児童は
解消へ解消へ

6 月 定 例 会 の 議 決 状 況  ○は賛成、×は反対、議長は賛否に加わらない。

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9

議　員　名
議　　案

小
野
寺
正
樹

佐
藤
栄
市

小
林
茂
吉

佐
久
間
千
佳

砂
田

　
茂

鈴
木
淳
士

鈴
木
重
行

成
田
光
雄

町
野
昌
弘

議第 26 号 令和 4年度三川町一般会計補正予算（第 11 号）の専決処分の承認について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 27 号 令和 4年度三川町下水道事業特別会計補正予算（第 4号）の専決処分の承認について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 28 号 三川町税条例等の一部を改正する条例の設定についての専決処分の承認について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 29 号 令和 5年度三川町一般会計補正予算（第 1号）の専決処分の承認について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 30 号 令和 5年度三川町一般会計補正予算（第 2号）の専決処分の承認について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

議第 31 号 令和 5年度三川町一般会計補正予算（第 3号） ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

議第 32 号 令和 5年度三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 33 号 令和 5年度三川町下水道事業特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 34 号 三川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第 35 号 三川町と鶴岡市との間の一般廃棄物の処理に係る事務の委託に関する規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第 4号 議第 35 号　三川町と鶴岡市との間の一般廃棄物の処理に係る事務の委託に関する規約の一部変更に対する附帯決議について × × × × ○ ○ × × ×

議第 36 号 町道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 37 号 三川町屋内多目的運動施設アスレなの花大規模改修工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 38 号 歌枕排水機場除塵機改修工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 39 号 塵芥車購入契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第 1号 放課後児童クラブの待機児童解消のために抜本的な対策を講じることを求める請願 継続審査

請願第 2号 食料・農業・農村基本法の見直しに関する請願 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

意見書第 1号 食料・農業・農村基本法の見直しに関する意見書の提出について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

6
月
28
日
開
催
の
臨
時
会

で
は
、
令
和
5
年
度
補
正
予

算
1
件
、
事
件
案
件
1
件
を

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計

2
1
4
万
円
を
追
加
し
、
51

億
4
5
8
5
万
9
千
円
と
し

ま
し
た
。

（
主
な
質
疑
）

　
放
課
後
居
場
所
緊
急
対
策

事
業
費
補
助
金
1
3
0
万
円

に
つ
い
て

問
　
約
20
人
が
学
童
保
育
の

待
機
児
童
と
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
解
消
は
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
来
年
度
以
降

の
対
応
は
。

子
育
て
支
援
室
長

20
人
の
う
ち
、
他
の
所
や
、

追
加
で
ア
ソ
ビ
バ
キ
ッ
ズ
に

入
っ
た
方
以
外
の
17
人
へ
説

明
会
の
案
内
を
し
、
9
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
全
員

か
ら
回
答
が
あ
り
、
入
れ
な

か
っ
た
児
童
に
関
し
て
は
解

消
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は

検
討
中
で
す
。

問
　
今
回
、
猪
子
に
開
所
す

る「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
あ
か
り
」

ま
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
送

迎
を
行
う
と
の
事
で
す
が
、

事
故
等
の
補
償
の
対
象
と
な

る
の
か
。

教
育
課
長
　
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共
済

給
付
に
該
当
す
る
と
確
認
し

て
い
ま
す
。

臨
時
会

◎ 議会広報のよく読むページや気
になる取り組みはありますか。

　配布になった時、全ページ読む。
　 子どもに関係ある所を読んでい

ます。
　 学校の教育について「GIGA 導

入」「新学習要領について」は興
味がありました。

◎  議会や町への要望等あればお聞
かせください。

　 英検の補助を年1回でなく、全
回にしてほしい。

　 英検6月分の日は町民運動会に
重なるので運動会の日にちを変
更して欲しい。

　 高齢者宅の草木の伐採問題。

磯部智さん（横山下）

読者アンケート



令和 5年 7月 15 日　第 162 号 6

～ どおするや これからの～ どおするや これからの三川町三川町  ～ ～
会 開催 悩める学童問題学童問題

有効活用が望まれた旧保育園有効活用が望まれた旧保育園

（
6
〜
7
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
砂
田
　
茂
・
小
野
寺
　
正
樹
）

地域の
コミュニティについて
〇老人クラブの会員数が年々減ってき

ている。自分たちでも呼びかけなど
に力を入れているが、行政も積極的
に関わって欲しい。

町の使われていない老朽化施設の
有効活用として
〇旧保育園施設などを物置としてでは

なく有効活用すべきである。

この話し合いで出
された意見はどう
なるなや？

ポストコロナのまちづくりについて
○ コロナの情報が新聞等に載らなくなり心配。また感染しても症状は軽いと

聞いているが不安だ。
○ 今後ワクチン接種は有料となるのか、副反応や後遺症などの症状も知りた

い。
○ 子供が感染して学校に行けなかったが、タブレットで授業が受けられて良

かった。
○ 町や町内会の行事をコロナ感染前の状態に戻して、人と人の繋がりを取り

戻し、伝統行事に子どもが積極的に参加できる体制を整えてもらいたい。

〇 今後も継続してもらいたいが、多様な意見を聞くために
参加人数を増やす努力もしてもらいたい。

〇 町に対する要望などには時間を区切り、返答を議会だよ
りなどに掲載して欲しい。

※貴重なご意見をお聞かせいただきありがとうございました。 今後も町民の声を聞きながら議会活動を展開してまいります。

〇 町に対する要望などには時間を区切り、返答を議会だよ

　　一般質問で町側に要望　　一般質問で町側に要望
したり、内容によってはしたり、内容によっては
特別委員会を立ち上げ議特別委員会を立ち上げ議
会側から町に提言書など会側から町に提言書など
を出して要請します。を出して要請します。

議会から
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○これまで町にも議会にも声を上げている。これ以上どうすれば…
○子どもたちが夏休み期間など長期休暇時の対応をお願い致します。
　また入れなかった児童の対応をどのように考えているのか。
○ 各小学校施設の活用や地域ボランティアの呼びかけ、シルバー人材センターなどとの業

務委託は考えられないか。
○物価も上がり、家族全員が働いているため子供の面倒が見られなくなった。
○学童保育に入れないで困っている。
○ 受け入れスペースの問題なのか、人員数の問題なのか、どちらももっと増やせないのか。
○空き家とか寺とかは使えないのか、手伝わせてと言う人はいるのに小規模でもできるよ

うな流れを作ってもらいたいし、子どもが減ったときにも柔軟に対応できるのではない
のか。

○夏休みはどうしようかと困っている。「子育て支援センター」での受け入れ可能人数も
１日当たり３人までという制限があり利用はむずかしいと思う。利用料金（1 時間 200
円）も現実的ではない。

～ どおするや これからの～ どおするや これからの三川町三川町  ～ ～
4 年ぶりの議員と語る会 開催

令和５年 6月 14 日午後 6 時半よ
りテオトルにて開催された「議員と
語る会」は、新型コロナウイルス感
染症対策のため自粛していました
が、新型コロナも 5類になり、各
集落で行っていた形から、一堂に会
する方向に転換し初めて実施しま
した。

活発な意見が出された語る会活発な意見が出された語る会

子育て環境の充実について

〇 初めて参加したが大変有意義で、この様な取り組みを是
非継続してもらいたい。

〇日頃の感じていることや、疑問点、要望など議員から直
接答弁してもらい良かったし、議員活動なども知る事が
できて良かった。

※貴重なご意見をお聞かせいただきありがとうございました。 今後も町民の声を聞きながら議会活動を展開してまいります。

参加者からの一言

三川
町は子

育てが充実した町じゃなかったの？

学童保育について寄せられた声
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町 政 を 問 う

（
9
～
15
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
重
行
・
砂
田
　
茂
）

一
般
質
問

一
般
質
問

6
月
定
例
会

小林 茂吉 議員 （13ページ）
●「空き家問題」について
●自治体法務について
○国民健康保険の運営について

鈴木 重行 議員 （12ページ）
●水活見直しの影響は
●地域に根差した職員の育成ついて
○教育費の負担軽減について

町野 昌弘 議員� （15ページ）
●町施設の電気代削減対策について
●町内の大型商業施設の現状と今後について
○本町の若者に海外での見聞や経験の機会を
　増やす施策について

佐久間 千佳 議員 （14ページ）
●教育行政について
●自転車等を活用した町づくりは

鈴木 淳士 議員 （11ページ）
●「新・放課後子どもプラン」について
●独自の少子高齢化対策を

小野寺 正樹 議員 （10ページ）
●来年度の学童保育のあり方について
●中小規模農家への自立支援を
○シニア世代のデジタル活用について

砂田　茂 議員 （9ページ）
●公園のトイレを快適に
●マイナンバーカードは任意では
○国民健康保険税について

　町政に関して議員が質問を行い、新たな政策　
の提案や意見を述べ、時には是正を求め、町政
をより良い方向へ導くものです。

６月８日と9日、7人の議員が以下
の項目について質問しました。
●の内容を掲載しています。

一般質問
とは…

議会ホームページは
こちらから（音声配信中）
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う

―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

砂
すな

田
だ

　　茂
しげる

  議員

公園のトイレを快適に
町長　計画的に整備していく

問

快
適
で
安
全
性
が
高

く
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

の
公
園
に
は
、
誰
も
が
使
い

や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ト

イ
レ
が
不
可
欠
で
す
。
都
市

公
園
の
ト
イ
レ
の
整
備
状
況

は
。町

長 
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
配
慮
し
多
く

の
方
々
に
親
し
ま
れ
、
利
用

し
や
す
い
公
園
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
町
内
の
都
市
公
園
で
、
袖

東
公
園
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

対
応
し
た
ト
イ
レ
に
整
備

し
、他
の
公
園
の
ト
イ
レ
も
、

利
用
頻
度
や
老
朽
化
等
を
考

慮
し
、
計
画
的
に
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

問

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
配
慮
し
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
ト

イ
レ
と
は
。

建
設
環

境
課
長 

文
化
や
言
葉
の
違

い
、
年
齢
や
性
別
、

障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
多
様
な
人
び
と
が
利
用
し

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
段
差

等
の
物
理
的
障
害
や
「
い
や

だ
な
」
と
い
っ
た
心
理
的
な

障
壁
を
取
り
除
い
た
ト
イ
レ

で
あ
り
、
一
般
的
な
男
性

用
・
女
性
用
の
ト
イ
レ
に
加

え
、
障
害
の
あ
る
方
も
安
心

し
て
使
え
る
よ
う
な
ト
イ
レ

で
す
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
と
地
方

交
付
税
の
配
分
関
係
は
。

町
長 

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
取

り
組
み
を
後
押
し
す

る
「
地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推

進
費
」
が
、
全
て
の
自
治
体

の
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
今
年
度
か
ら
は
、
こ
の
推

進
費
と
は
別
に
自
治
体
ご
と

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
率
を
地
方
交
付
税
に
反
映

さ
せ
る
方
針
が
示
さ
れ
、

カ
ー
ド
交
付
率
の
上
位
３
分

の
１
の
市
町
村
に
対
し
交
付

率
に
応
じ
て
交
付
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
つ
こ
と
は
個

人
の
任
意
に
よ
る
も
の
で
、

自
治
体
間
で
競
わ
せ
て
全
体

の
交
付
率
を
上
げ
て
行
こ
う

と
す
る
国
の
や
り
方
に
対
す

る
考
え
は
。

総
務

課
長 

交
付
率
の
高
い
自
治

体
に
増
額
し
て
交
付

す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
普
及
推
進
に
は
地
域
実

情
等
も
あ
る
の
で
交
付
率
で

差
を
つ
け
る
の
は
不
公
平
・

不
平
等
感
が
あ
る
と
表
明
し

て
き
ま
し
た
。
本
町
の
交
付

率
は
ま
だ
低
い
状
況
に
あ
る

の
で
、
交
付
率
ア
ッ
プ
に
努

め
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
任
意
で
は

整備された袖東公園のトイレ

任意のはずのマイナンバーカード
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一
般
質
問�

―
７
人
が
登
壇

―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員

来年度の学童保育のあり方は
町長　運営会社とともに検討

問

学
童
保
育
の
利
用
者

が
増
え
る
な
か
、
各

小
学
校
施
設
の
活
用
は
。

町
長 

学
童
保
育
所
は
、
就

労
等
で
日
中
留
守
に

な
る
家
庭
の
児
童
を
預
か
る

場
所
で
、
保
護
者
等
の
状
況

に
応
じ
入
所
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

　
各
小
学
校
施
設
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
、
新
た

に
押
切
小
学
校
に
低
学
年
の

対
象
の
学
童
保
育
所
を
設
置

し
、
運
営
を
始
め
ま
し
た
。

　
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
５
歳
児
が
多
い
こ
と
か

ら
、
利
用
申
し
込
み
人
数
も

増
加
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
横
山
小
学
校
や
東
郷
小
学

校
で
の
学
童
保
育
所
の
開
所

は
現
在
の
職
員
体
制
で
は
困

難
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

利
用
を
小
学
生
ま
で
拡
大
し

た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
一
時
預
か
り
事
業
の
活
用

や
、
来
年
度
の
新
一
年
生
へ

の
学
童
利
用
意
向
調
査
の
結

果
を
も
と
に
入
所
調
査
基
準

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問

担
い
手
不
足
に
よ

り
、
近
隣
市
町
農
家

へ
の
農
地
の
流
動
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
今
後
の
動
向

は
。

町
長 

地
元
や
近
隣
の
農
業

者
が
委
託
出
来
な
い

場
合
、
近
隣
市
町
の
農
家
や

団
体
と
親
戚
等
の
関
係
に
あ

る
場
合
な
ど
、
行
政
界
を
越

え
て
賃
貸
借
契
約
等
を
要
望

す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
高
い
集
積
率
に

よ
り
、
借
受
人
の
耕
作
面
積

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

や
、
貸
付
人
と
借
受
人
の
居

住
地
に
隔
た
り
が
生
じ
て
い

る
点
な
ど
を
考
慮
す
る
と
行

政
界
を
越
え
た
賃
貸
借
契
約

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

中
小
規
模
農
家
へ

の
自
立
支
援
を

問

中
小
規
模
の
自
立
支

援
対
策
は
。

町
長 

新
農
業
所
得
構
造
改

革
推
進
事
業
に
よ

り
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化

に
向
け
た
大
規
模
農
家
や
、

こ
だ
わ
り
の
米
づ
く
り
、
園

芸
作
物
、
土
づ
く
り
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
農
業
者
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
中
小
規
模
農
家
に
つ
い
て

は
、
こ
の
支
援
要
件
等
を
満

た
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
生
産
組
合
や
複
数

の
農
家
に
よ
る
共
同
体
等
に

対
す
る
助
成
を
行
い
経
営
支

援
し
て
い
ま
す
。

利用者の多い学童保育所

有機栽培の除草作業
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う

―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

鈴
すず

木
き

　淳
じゅんし

士  議員

全児童対象の放課後対策を
町長　実施場所と協力者確保が大きな課題

問

学
童
保
育
所
へ
多
く

の
児
童
が
入
所
で
き

な
い
な
ど
、
混
乱
を
招
い
た

原
因
は
。

町
長 

令
和
４
年
度
ま
で
は

希
望
者
全
員
が
利
用

で
き
ま
し
た
が
、
５
年
度
は

希
望
人
数
超
過
に
よ
り
、
入

所
不
承
諾
と
い
う
方
も
出
た

こ
と
か
ら
混
乱
し
た
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問

来
年
度
以
降
の
見
通

し
と
対
策
は
。

町
長 

現
在
の
５
歳
児
も
多

い
こ
と
か
ら
、
今
後

３
年
程
度
は
増
加
す
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
一

時
預
か
り
事
業
の
周
知
と
と

も
に
、
就
労
状
況
等
に
よ
る

入
所
基
準
や
優
先
順
位
、
受

入
れ
体
制
に
つ
い
て
、
事
業

主
体
で
あ
る
「
庄
内
ア
ソ
ビ

バ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
協
議

し
な
が
ら
保
護
者
の
理
解
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
「
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
め

ざ
す
町
と
し
て
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
等
の
実
施
に
は
地

域
協
力
が
肝
要
と
考
え
ら
れ

る
が
、こ
れ
ま
で
の
経
過
は
。

町
長 

全
て
の
児
童
を
対
象

と
し
た
放
課
後
子
ど

も
教
室
に
つ
い
て
は
、
週
末

の
学
校
開
放
や
イ
ベ
ン
ト
事

業
と
し
て
開
催
し
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
放
課
後
子
ど
も
教
室

を
常
時
開
催
す
る
に
は
、
実

施
場
所
と
協
力
者
の
確
保
な

ど
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問

ポ
ス
タ
ー
で
「
子
育

て
サ
ポ
ー
タ
ー
宣

言
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
新
た

な
方
策
と
は
。

町
長 

子
育
て
施
設
「
テ
オ

ト
ル
」
の
開
所
に
当

た
り
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
政
策

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
作
成
し

た
も
の
で
、今
年
度
か
ら「
子

育
て
支
援
室
」
を
新
設
し
ま

し
た
。

問

町
内
の
高
齢
化
対
策

と
空
き
家
対
策
を
考

慮
し
た
方
策
と
し
て
、
空
き

家
跡
地
に
子
育
て
世
帯
が
住

宅
を
新
築
し
た
場
合
の
借
入

金
を
全
額
補
助
す
る
町
独
自

の
考
え
は
。

町
長 

子
育
て
世
帯
な
ど
が

住
宅
建
設
す
る
場
合

は
、
取
得
補
助
金
に
加
え
て

35
歳
以
下
の
子
育
て
世
帯
に

は
移
住
定
住
補
助
金
も
交
付

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
借
入

金
利
子
に
対
す
る
補
助
制
度

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

独
自
の
少
子
高
齢
化

対
策
が
必
要
で
は

開設が望まれる「放課後子ども教室」
（写真はイメージです）

更なる子育て支援策を…
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一
般
質
問�

―
７
人
が
登
壇

―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

鈴
すず

木
き

　重
しげ

行
ゆき

  議員

「※水活」見直しの影響は
町長　詳細な情報ない

問

資
材
価
格
の
高
騰
が

続
い
て
お
り
、
農
業

経
営
へ
の
影
響
が
出
て
い
ま

す
が
支
援
策
は
。

町
長 

現
下
の
経
費
の
増
大

は
農
業
所
得
の
低
減

に
つ
な
が
り
、
農
家
の
生
産

意
欲
の
減
退
と
と
も
に
農
家

経
営
の
み
な
ら
ず
地
域
経
済

へ
の
影
響
も
危
惧
さ
れ
ま

す
。

　
昨
年
度
か
ら
肥
料
価
格
高

騰
分
の
差
額
を
支
援
す
る

「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
支
援
の
必
要
性
に
つ

い
て
情
報
収
集
し
、
適
切
に

対
応
し
ま
す
。

問

令
和
５
年
の
生
産
調

整
へ
の
取
り
組
み
状

況
と
、
水
田
活
用
の
直
接
支

払
い
交
付
金
の
見
通
し
は
。

町
長 

令
和
５
年
度
の
生
産

の
目
安
は
、
数
量
、

面
積
と
も
に
前
年
度
よ
り
減

少
し
て
お
り
数
量
は

７
０
２
４
t
、
面
積
は

１
１
０
６
ha
で
あ
り
、

1
０
０
％
の
達
成
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
交
付
金
に
つ
い
て
は
近
年

と
同
程
度
の
２
億
円
前
後
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

問

水
田
活
用
直
接
交
付

金
の
見
直
し
に
よ
る

影
響
と
対
策
は
。

町
長 

現
時
点
で
は
交
付
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
る

水
田
に
つ
い
て
の
詳
細
な
情

報
が
な
い
こ
と
か
ら
、
面

積
・
農
業
者
の
把
握
は
で
き

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
現
在
、
国
に
対
し
農
業
者

へ
の
説
明
会
の
実
施
を
要
請

し
て
い
ま
す
。

問

正
規
職
員
の
う
ち
、

町
外
居
住
職
員
数
と

割
合
は
。

町
長 

正
職
員
92
人
の
う

ち
、
46
人
が
町
外
に

居
住
し
、
50
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

職
員
の

災
害
対
応
は

問

災
害
発
生
時
等
、
職

員
の
招
集
の
遅
れ
な

ど
懸
念
さ
れ
ま
す
が
対
応
策

は
。町

長 

災
害
発
生
時
、
ま
た

は
予
測
さ
れ
る
災
害

の
規
模
に
応
じ
て
職
員
の
配

備
基
準
を
定
め
、
必
要
な
準

備
や
対
応
が
で
き
る
体
制
を

構
築
し
て
い
ま
す
。

　
大
雨
等
の
風
水
害
な
ど
、

予
め
発
生
が
予
測
で
き
る
場

合
に
は
職
員
を
配
備
ま
た
は

待
機
さ
せ
る
等
の
体
制
を
整

え
、
休
日
や
夜
間
に
地
震
が

発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
家
族
の
安
全
を
確
保
し

た
う
え
で
速
や
か
に
登
庁
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町内にも水利施設の
ない圃場や水張りが
困難な育苗ハウスが

災害発生時には職員が頼りに

※
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
（
水
活
）
…
米
の
安
定
供
給

や
食
料
自
給
率
向
上
を
目
的

に
、
水
田
を
持
つ
農
家
を
支
援

す
る
制
度
。

令
和
４
年
か
ら
５
年
間
に
一
度

も
水
張
り
が
行
わ
れ
な
い
水
田

は
対
象
と
し
な
い
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
。
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う

―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
こ

林
ばやし

　茂
しげ

吉
よし

  議員

問

倒
壊
や
建
築
材
の
飛

散
な
ど
危
険
が
切
迫

し
て
お
り
、
緊
急
度
が
極
め

て
高
く
、
解
体
が
必
要
と
思

わ
れ
る
物
件
が
26
件
（
令
和

4
年
10
月
実
態
調
査
）
あ
り

ま
す
。

　
空
き
家
は
手
を
こ
ま
ね
い

て
放
置
す
れ
ば
確
実
に
悪
化

の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
手
続
き
な
い
し
要

件
を
も
っ
て
特
措
法
上
の

「
特
定
空
家
等
」
と
認
定
す

る
の
か
。

町
長 

空
き
家
等
対
策
計
画

に
お
い
て
、
国
土
交

通
省
が
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
並
び
に
県
か
ら
示
さ
れ

る
指
針
を
参
照
し
、
公
共
の

利
益
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

所
有
者
の
対
応
状
況
や
周
辺

へ
の
影
響
の
度
合
い
、
危
険

度
の
切
迫
性
な
ど
を
空
家
等

対
策
協
議
会
で
総
合
的
に
協

議
し
た
う
え
で
私
が
決
定
し

ま
す
。

問

空
き
家
の
現
況
が
非

常
に
悪
く
、
具
体
的

な
危
険
が
真
に
迫
っ
て
い
る

場
合
の
緊
急
対
応
は
。

建
設
環

境
課
長 

空
き
家
等
に
起
因
す

る
人
の
生
命
、身
体
、

ま
た
は
財
産
に
危
害
が
及
ぶ

よ
う
な
事
案
が
発
生
し
た
場

合
等
に
お
い
て
は
、
特
別
措

置
法
等
に
基
づ
き
、
応
急
措

置
と
し
て
危
害
を
回
避
す
る

必
要
最
小
限
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
状
況
に
あ
わ
せ
て
、
特

措
法
以
外
の
諸
制
度
の
活
用

も
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
ま

す
。

空き家は深刻な社会問題
町長　住民の安心・安全の確保に努める

問

地
方
分
権
前
に
は
、

国
か
ら
条
例
策
定
の

た
め
に
提
供
さ
れ
て
い
た

「
標
準
条
例
」「
条
例
準
則
」

に
よ
り
、
自
治
体
を
事
実
上

拘
束
し
、
ど
の
自
治
体
も
変

わ
ら
な
い
全
国
統
一
的
な
条

例
が
制
定
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
面
倒
で
あ
っ
て
も
条
例
の

棚
卸
し
を
行
い
、
条
例
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
現
実
性

の
あ
る
リ
ア
ル
な
条
例
と
す

る
考
え
は
。

町
長 

ま
ち
づ
く
り
や
、
福

祉
向
上
等
に
関
す
る

条
例
を
よ
り
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
条
例
と
す
る
た
め
の

見
直
し
や
改
正
等
、
必
要
に

応
じ
て
対
応
し
ま
す
。

問

職
員
の
日
常
業
務
の

大
半
は
「
解
釈
運
用

法
務
」
で
す
が
、
地
方
分
権

一
括
法
に
よ
る
変
化
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

町
長 

法
律
や
条
例
の
内
容

を
正
し
く
解
釈
し
て

具
現
化
す
る
ス
キ
ル
を
習
得

し
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
捉
え
、
そ
の
よ
う
な
職

員
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

自
治
体
法
務
に

つ
い
て

困った空き家

条例を読み解く例規集
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一
般
質
問�

―
７
人
が
登
壇

―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

今後の教育行政は
教育長　５つの思いを念頭に進めます

問

新
た
な
教
育
長
の
も

と
各
般
に
わ
た
る
教

育
施
策
を
推
進
し
て
い
く
中

で
、
子
ど
も
た
ち
の
歩
み
を

い
か
に
導
く
の
か
。

教
育
長 

教
育
に
関
わ
る
経
験

か
ら
、
今
の
子
ど
も

た
ち
を
「
こ
ん
な
子
ど
も
た

ち
に
育
て
た
い
」
と
い
う
５

つ
の
思
い
を
念
頭
に
具
体
的

な
教
育
施
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

①
　『
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
で
き
る
子
ど

も
』
…
小
さ
い
う
ち
に
自
分

か
ら
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ

と
や
、
規
則
正
し
い
生
活
リ

ズ
ム
を
身
に
付
け
る
こ
と

は
、
学
校
教
育
を
離
れ
て
か

ら
も
人
間
と
し
て
大
切
に

な
っ
て
く
る
基
本
的
な
生
活

習
慣
で
す
。
幼
児
期
・
義
務

教
育
期
に
一
生
の
土
台
作
り

を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と

が
、
ま
ず
、
大
事
だ
と
考
え

ま
す
。

②
　『
自
分
の
考
え
を
し
っ

か
り
言
え
る
子
』
…
自
分
で

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
想
像

し
、
そ
れ
を
発
信
し
て
、
他

の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
児
童
・
生
徒
の

育
成
に
努
め
ま
す
。

③
　『
本
物
の
体
験
を
大
切

に
さ
せ
た
い
』
…
学
校
や
地

域
で
の
直
接
的
な
体
験
活
動

を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
学

習
理
解
を
よ
り
深
め
、
心
を

豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
　『
学
力
の
向
上
』
…
数

値
の
高
さ
に
加
え
、「
学
ぼ

う
と
す
る
力・意
欲
」や「
問

題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
意

欲
」
が
あ
っ
て
こ
そ
、
真
の

『
学
力
』
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
し
い
こ
と
に
挑
ん
で

佐
さ

久
く

間
ま

 千
ち

佳
よし

  議員

い
く
「
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲

づ
く
り
」
に
注
力
し
て
い
き

ま
す
。

⑤
　『
ふ
る
さ
と
三
川
に
想

い
を
よ
せ
る
子
ど
も
』
…
地

域
の
皆
様
か
ら
も
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
学

習
を
更
に
深
め
、
三
川
の
良

さ
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
子
ど
も
に
育
つ
こ
と
に

つ
な
げ
ま
す
。

問

庄
内
全
域
で
の
関
係

人
口
拡
大
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
推
進
策
と
し
て
ナ※

シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

の
指
定
は
。

※
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
…
日
本
を
代
表
し
世
界
に
誇

り
得
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
。
新
た
な
観
光
価
値
の
創
造

や
地
域
の
創
生
を
図
る
た
め
、

優
れ
た
観
光
資
源
を
休
憩
、
宿

泊
機
能
、
情
報
発
信
な
ど
様
々

な
取
り
組
み
を
連
携
さ
せ
た

ル
ー
ト
を
国
が
指
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

を
行
う
も
の

町
長 

ル
ー
ト
指
定
を
受
け

る
に
は
、
自
転
車
を

活
用
し
た
観
光
を
行
う
た
め

の
景
観
や
観
光
資
源
な
ど
魅

力
的
で
、
か
つ
広
域
的
な

ル
ー
ト
の
設
定
が
不
可
欠
な

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
近
隣

市
町
と
と
も
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

新
た
な
観
光
の

創
出
を

地域とのつながりも戻ってきた
（町民運動会）

散歩コースはあるが…



令和 5年 7月 15 日　第 162 号15

一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う

―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

太陽光発電で節電を
町長　国の支援を利用して検討する

問

町
施
設
の
電
気
代
削

減
の
考
え
は
。

町
長 

照
明
や
空
調
の
ほ

か
、
パ
ソ
コ
ン
や
Ｏ

Ａ
機
器
の
節
電
な
ど
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な

い
範
囲
で
節
電
対
策
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
継
続
し
、
電

気
代
の
削
減
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問

節
電
も
大
切
で
す
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
を
利
用
す
る
「
自

家
消
費
型
」
の
電
気
代
削
減

を
し
て
は
。

町
長 

設
備
等
の
導
入
や
更

新
に
多
額
の
費
用
が

か
か
る
事
か
ら
、
長
期
的
に

は
経
費
の
削
減
に
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
や
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
向
け
て
の
導
入

は
、
今
後
の
課
題
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
中
で
も
町
施

設
に
は
太
陽
光
発
電
が
理
に

か
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
国
の
補
助
を
利
用
し
導

入
を
進
め
て
は
。

町
長 
行
政
の
施
設
は
日
中

の
電
気
使
用
が
主
で

太
陽
光
発
電
が
有
効
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
国
で
も
い

ろ
ん
な
支
援
が
あ
る
よ
う
な

の
で
町
も
十
分
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
まち

野
の

　昌
まさ

弘
ひろ

  議員

問

町
内
に
あ
る
大
型
商

業
施
設
に
空
き
ス

ペ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
町
へ
の
影
響
は
。

町
長 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
は
、
全
国
的
に
飲
食
店
や

ア
パ
レ
ル
、
雑
貨
小
売
店
に

広
く
波
及
し
、
そ
の
余
波
を

受
け
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
変

残
念
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。問

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
町

の
利
用
は
。

町
長 

現
時
点
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後

は
施
設
担
当
者
と
情
報
を
共

有
し
、
協
力
体
制
の
構
築
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
学

校
の
探
求
型
学
習
の

発
表
の
場
に
し
て
は
。

教
育
長 

子
ど
も
た
ち
が
自
分

の
力
を
伸
ば
し
た
り

整
理
し
た
り
、
人
に
伝
え
る

事
は
大
切
な
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
空
き
ス
ペ
ー
ス
が

使
え
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
実
現
可
能
で
あ
れ
ば
子

ど
も
た
ち
の
交
流
の
場
と
し

て
有
効
な
手
段
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。

商
業
施
設
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
町
で
利
用
し
て
は

太陽光発電（三川町内）

実習田の成果発表
（東郷小）
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編
集
室

　
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ

が
続
い
て
い
ま
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　
私
事
で
す
が
広
報
委

員
に
2
年
ぶ
り
に
戻
っ

て
、
懐
か
し
さ
と
忙
し

さ
が
混
じ
り
あ
い
編
集

作
業
に
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。

　
以
前
か
ら
町
民
の
皆

さ
ん
に
ど
れ
だ
け
読
ん

で
頂
い
て
い
る
か
と
気

が
か
り
で
い
ま
し
た
が
、

今
回
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
「
こ
の
広
報
に
よ
り

議
会
の
内
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
の
声
が
聞
け
て
、
私

の
心
配
も
少
し
消
え
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
「
議
会

だ
よ
り
」
も
楽
し
み
に

し
て
く
だ
さ
い
。

町
野

　昌
弘

が
ん
ば
っ
て
ま
す

シ
リ
ー
ズ
56

町
内
の
団
体
紹
介

高
校
卒
業
後
、「
淡
海
書

道
文
化
専
門
学
校
」
に
進

学
。
師
範
免
許
を
取
得
し
地

元
に
帰
り
、
ご
縁
あ
っ
て
、

す
ぐ
に
教
室
を
開
講
。
日
本

習
字
の
「
正
し
い
美
し
い
愛

の
習
字
」
の
基
本
理
念
の
も

と
年
長
か
ら
70
代
ま
で
80
人

の
生
徒
さ
ん
と
日
々
、
お
習

字
を
学
ん
で
い
ま
す
。

習
字
は
「
静
か
な
る
自
分

と
の
戦
い
」
で
す
。「
分
か

っ
て
い
る
の
に
書
け
な
い
。

あ
と
一
枚
。
あ
と
一
枚
。
こ

れ
で
最
後
・
・
あ
と
一
枚
」

1
回
の
教
室
で
何
十
枚
、
2

時
間
、
3
時
間
と
葛
藤
し
集

中
し
て
い
る
生
徒
さ
ん
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

習
字
を
通
し
て
得
ら
れ
る

教
養
は
一
生
の
宝
で
す
。
中

学
生
以
上
に
は
「
初
等
師
範

免
許
」
の
取
得
を
目
標
に
す

る
よ
う
薦
め
て
い
ま
す
。
資

格
も
ま
た
、
一
生
の
宝
で
す
。

い
つ
か
人
生
の
選
択
肢
の
ひ

と
つ
に
な
る
は
ず
で
す
。

楽
し
く
書
を

ま
た
、「
書
」
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら

夏
に
は
「
う
ち
わ
」
冬
に
は

「
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
好
き
な

文
字
と
イ
ラ
ス
ト
を
書
い
て

い
ま
す
。
今
年
の
七
夕
に
は

自
分
で
磨す

っ
た
墨
で
短
冊
を

書
き
ま
し
た
。
昨
年
披
露
し

た
子
ど
も
に
よ
る
書
道
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
。
そ
の
言
葉
の

中
の
「
明
る
い
光
の
方
へ
」

は
習
字
を
通
し
出
逢
っ
た
子

ど
も
達
の
未
来
を
願
っ
て
の

「
町
民
運
動
会（
押
切
小
）」

（
写
真
）
小
野
寺

　正
樹

【
表
紙
の
写
真
】

言
葉
で
す
。

墨
の
香
り
が
落
ち
着
く
。

習
字
を
す
る
事
で
ス
ト
レ
ス

発
散
に
な
る
。
将
来
、
習
字

の
先
生
に
な
り
た
い
。
そ
う

言
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
達
の

第
三
の
場
所
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

﹇
生
徒
募
集
・
無
料
体
験
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